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2026 年 7 月 4 日（土）、5 日（日）、日本医療薬学会第 9 回フレッシャーズ・カンファランスを帝京
平成大学中野キャンパス（東京都中野区）にて開催いたしました。 

本カンファランスは、薬学部の学生、大学院生、研究活動を開始して間もない薬剤師を主な対象に、
研究成果を発表し、同世代および先輩薬剤師・研究者と交流する場として 2017 年に発足しました。第 7
回（北里大学、根岸健一先生）では初の 2 日間開催、懇親会開催、医療薬学教育委員会企画が実施さ
れ、第 8 回（京都薬科大学、⻄⼝⼯司先生）では関⻄地区初の完全現地開催として継続されました。第 9
回ではこの流れを引き継ぎ、若手が研究に親しみ、その後の研究活動へつながる場づくりを意識して企
画・運営を⾏いました。 

今回の特徴として、一般演題発表を初日に集約しました。発表者の参加計画上の不安を軽減するとと
もに、初日に⼝頭発表とポスター発表を集中して実施することで、参加者が互いの研究成果に触れやす
い構成としました。⼝頭発表は 5 会場 10 セッション、ポスター発表は奇数演題と偶数演題に分けて⾏い
ました。一般演題は⼝頭 60 演題、ポスター88 演題の計 148 演題であり、シンポジウム 4 題を含めると
合計 152 題となりました。 

参加登録は約 340 名、事前懇親会登録は 150 名となり、多くの若手薬剤師・薬学生に関心を寄せてい
ただきました。ポスター発表後には 1 階食堂で懇親会を開催し、発表後の熱量を保ったまま交流できる
場としました。また、名刺に代わる「研究・自己紹介カード」の作成と持参を事前に呼びかけ、懇親会
では帝京平成大学薬学部学生が活躍するジャズ研究部によるミニコンサートも⾏い、自然に会話が生ま
れる雰囲気づくりを試みました。 

2 日目には、第 1 会場において教育講演およびシンポジウムを実施しました。教育講演では、九州大学
病院教授・薬剤部⻑の内⽥まやこ先生より「研究の楽しさと醍醐味〜臨床現場から生まれるエビデンス
が未来の医療を⽀える〜」と題してご講演を賜り、城野博史先生（熊本大学病院教授・薬剤部⻑）に座
⻑をお務めいただきました。臨床現場の疑問を研究へ発展させ、未来の医療に資するエビデンスを生み
出す意義を、フレッシャーズに向けて力強くお示しいただきました。 

シンポジウムでは、「フレッシャーズ卒業生からのメッセージ」をテーマに、内⽥まやこ先生および
⽵内裕紀先生（東京医科大学病院教授・薬剤部⻑）に座⻑をお務めいただきました。演者として、丸目
彩華先生（埼玉医科大学総合医療センター）、池⽥裕先生（国立国府台医療センター）、阪本淑華先生
（徳島大学病院）、佐村優先生（帝京平成大学）にご登壇いただき、カンファランスでの研究経験がそ



の後の研究活動や日常業務にどのようにつながったか、後輩へのメッセージとともに語っていただきま
した。 

さらに、2 日目の参加を促すため、教育講演およびシンポジウムの内容を事前メールで周知し、学会終
了後も中野地域を楽しめるよう近隣の地域情報を配布しました。開催校の立地を活かし、会場内外で交
流が続くことを意図した取り組みでした。 

優秀演題発表賞については、全演題を対象に座⻑およびディスカッサーによる評価を⾏い、⼝頭発表
21 演題、ポスター発表 29 演題の合計 50 演題を表彰いたしました。⼝頭発表・ポスター発表のいずれに
おいても、学生・若手薬剤師による意欲的な研究発表が多く、座⻑、ディスカッサー、参加者を交えた
活発な質疑応答が⾏われました。 

若手薬剤師・薬学生が臨床研究に主体的に関わる機会を創出し、その後の研究活動へとつなげていく
ことは、医療薬学領域における重要な課題です。第 9 回では、発表機会の提供に加え、卒業生からのメ
ッセージ、研究・自己紹介カード、懇親会での交流企画、地域情報の提供などを通じ、研究継続への動
機づけと人的ネットワーク形成を促す場づくりを試みました。今後も、本カンファランスが若手にとっ
て研究を始め、続け、仲間とつながる入⼝として発展していくことを期待しています。 

最後に、第 9 回フレッシャーズ・カンファランスの開催にあたり、ご発表・ご参加いただきました皆
様、座⻑・ディスカッサーとして審査と討議を⽀えてくださった先生⽅、教育講演およびシンポジウム
にご登壇いただいた先生⽅、実⾏委員・運営協力者の皆様に厚く御礼申し上げます。また、日本医療薬
学会事務局、運営補助をいただいた関係者、帝京平成大学の教職員・学生の皆様に心より感謝申し上げ
ます。 


